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生方は f2画で書く Jと言う方が半分ぐらいおられます。実はこれは 3画なのです。小学
校 l年生にはちゃんと筆順を教えています。そこまでは子供の世界ですが、では、なぜ 3
画なのかと聞くと全然分からないのですυ
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それから、「ヲ」の字母は、教科書には「乎」とし、う字だと書いてあるのですが、私には
どうも筆の運びからして納得できないのです。司1点資料に r.・. (ゆえに)Jのような「ヲJ
がありますよね。それだと「なるほど、筆の運びから納得できるよなJと思うわけです。
それから漢字の訓読みに関しても、例えば小学校や中学校では「音読みは中国から伝わ
った読みで、訓読みはその漢字の意味を表しますJという教え方をします。そうすると、
例えば「鮮j という字を「鮮魚j と使ったら、あれは「鮮やかな魚」なのかと、全然意味
が通じない話になってきますね。漢字の意味と訓読みを同一視しているのです。子供は非
常に疑問に思うわけです。「歴Jを「歴然Jと言ったときに「なぜ『歴然』と使うのですかJ
と思うのです。
非常に学問的に深くなっているから、小学校や中学校、高等学校の先生に研究成果で当
たり前のことを言うのはぽかぽかしいと思われるかもしれませんが、むしろ小中高等学校
の先生方はそういうことを知って、子供たちに非常に興味を持たせる授業をすればいいの
ではなし、かと、大げさに言えばこの学問の生き残りにもかかわる問題だと思って発言させ
てもらいました。世間にというか、少なくとも教育の世界に、こういう学問の成果を広め
るような考えは非常に大事だと思うのですが、いかがでしょうか。
高田 教育実践と学問・研究との聞の問題について、どなたかコメントはありませんかυ
アルベリッツィ まずは私から少しだけでもコメントさせていただきたいと思います。
仮名字体については、まさに訓点の研究が非常に役に立っと思います。小助川先生がよ
り詳しいと思うのですが、近代訓点資料の研究は 1909年の大矢透の『仮名遣及仮名字体沿
革史料』から始まります。大矢透先生は、正倉院に収められているいろいろな種類の典籍
に目を触れるチャンスを得たわけですが、『仮名遣及仮名字体沿革史料』にはそれぞれの仮
名の字体を記入した上で、当時の国語調査委員会の一つの資料として、どの仮名の形にす
るか、あるいは片仮名の基準化の一つの判断基準としてよく使われていたので、そこには
かなり結び付きがあります。その後で、このような資料には、変わった言い方で言えば「変
な符号が多いものがあるJと、当時の九州大学の春日政治先生が、初めてまとまった一つ
の資料に全部目を通して、それを読み下して初めて近代訓読の研究が始まったのです。
今日のポイントの一つは「見せるJということで、例えば私はまだそれほど古い人間で
はないのですが、私が訓点資料の勉強を始めたとき、写真は白黒で見るものでした。今は
ネットで立派な画像が簡単に見られます。ですから、小学生にもパソコンやタブレット型
端末などを使って、訓点資料の画像を視聴覚的な形で見せることができたら、教育に十分
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役に立つのではないかと思います。
渡辺 訓点資料を見ていると、常用漢字表に書かれている「訓jや「音j は本当に限られ
たものだなと実感します。そこから学校で習う教育漢字が選ばれているのだと考えると、
教科書で学ぶ「読みJというのは本当に限られているのだなと思います。
私なども時々、仕事柄、「高校生に向けて模擬講義をやってくださしリとし、う話をもらい
文字の話をするのですが、その中で学校では習わない漢字の「読みJについても話をしま
す。歴史的なところも踏まえて丁寧に説明するのですが、同時に「学校では習わなし、かも
しれないけど、教養として身に付けておくと自分自身の知識も増えるし、人生も楽しくな
るよ」というようなことも付け加えます。しっかりと根拠を示すことができれば、教養の
範囲として子供たちに教科書に載らない内容を教えていくのも面白いのではなし、かと思い
ますね。私は、高校生を対象とした模擬講義の中でそういう努力はやっているつもりです。
米田 ありがとうございます。実はこの夏に国語の先生を集めた講習会があって、国立国
語研究所のホームページで公開している訓点資料がございますね。あれにはあまり訓点は
付いていないのですが。
高田 はい、あまり付いていません。
米田 あれを見せようと思っています。
それから、そういうことを教える先生方が、例えばこういうことに興味を持って、具体
的な資料でもって子供たちに示していけば、子供たちは本当に興味を持つのではないかと
思っています。ありがとうございました。
高田 それでは、今のご発言に対して小助川先生からコメントを。
小助川 私は研究の「教育的還元j と以前から呼ばせていただいているのですが、いろい
ろと難しいハードノレがありますU 一つには、学校の先生方が非常に忙しすぎて、私たちが
ツールを開発して、「こんな教材があるのだよJと紹介しても、それを習得するだけの時間
的余裕がないとし、う現場の忙しさがあると思います。
それからもう一つは、研究者の中に「還元しなければいけないj としづ気持ちを持って
いる方が非常に少ないと思うのですω 例えば訓読という一つのくくりで言いますと、言語
研究の世界では訓点語学会とし、う世界があります。訓点語学会でどこかの高校に行って、
模擬授業や出前授業、講習会をしたことはかつて一度もありません。講習会は一応あるの
ですが、あれは二松皐舎大学のCOE絡みで、やらなければいけないのでやっただけで、司"
点語学会から積極的に行ったわけで、はありません。
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一方、教育的な観点で訓読を議論している組織に全国漢文教育学会があります。これは
毎年春と秋に学会を開催するのですが、春は首都圏で行い、秋は各地方を回って、そこで
研究授業を実際に中学校や高校で千子って、現場の先生の漢文教育力を高めようとしサ教育
的配慮で、やっています。当然そのパックになる団体も違っていて、訓点語学会というのは
全く任意団体です。どこの保証もありません。全国漢文教育学会がやるときは文科省と各
都道府県の教育委員会がパックに付きます。
明らかに、現場でやる方と研究でやる方が、あまりにも離れすぎているということを私
は強く感じています。いきなり私たちが学校の現場に行くことは非常に難しいと思います。
例えば、司"点語学会と全国漢文教育学会が合同で、何かやってみようと考えたことがある人
はいないと思いますので、そのあたりからまず進めてし、かないといけないのではないで、し
ようカ、
それから、教材の開発があると思います。特に訓点の世界はなかなか資料がありませんu
国立国語研究所の『大教王経』は非常にまれなケースですので、ああいうものが教材とし
てあるというような、例えばリストを作ることはできると思います。教材開発よりも、む
しろ研究材料の開発と言った方がいいと思います臼訓点語学会の会員は四百数十名いるの
ですが、司1点資料の本物を見たことがないという方がほとんどです。ですから、そういう
方々のためにも研究材料を提供するような取り組みをしてし、かないと、私たち自身の司1点
語学会、司"点研究者自体が長生きできないことは目に見えています。
これはほかの分野でもそうだと思います。後進をどのように育成していくかを真剣に考
えてし、かないといけないと思います。今日は米田先生にお忙しい中、お越しいただきまし
たが、こういう場に現場の先生が一人でも来ていただければ、私たちにとっては非常にあ
りがたいものです。私たちもで‘きれば現場に行って、実際の教育の場にいる先生方と交流
する場があればと思います。ちょっと変なコメントですが、そう考えています。
それから、もう一つ、これは教養の授業の中で学生からのアイデアとしてあったことで
す。私はよく「材料がない、いい画像がなし、」という話をしているのですが、「先生、図鑑
を作ってみたらし、かがですかJと言われましたυ 例えば歴史図鑑、聖書の図鑑などがたく
さんあり、ああいうものを見ますと、カラーで、こういう資料があって、説明が簡単に書
いてあります。訓点資料もできるではないですか。漢字についての図鑑はあります。小林
芳規先生と阿辻哲次先生が書いています。司"読や訓点の図鑑も作れば、教育的な場で実際
に使えると思います。
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高田 どうもありがとうございます。
予定時間を過ぎていますので、これでディスカッションを終了したいと思います。パネ
ラーの皆さま、聴衆の皆さま、長時間にわたり誠にありがとうございました。これにて
NINJALセミナー「漢文訓読再発見」を終了します。
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